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ラシア研究センター・准教

授 

18世紀〜現代ロ
シア文学 

アドヴァイ
ザー 

 

研究成果の概要 

本研究プロジェクトでは、ロシア文学や思想における「境界を超える志向性」を共通テーマとし、

各班員が個（личность）、亡命文学、正教思想、時間と空間、ジェンダー等の個別の課題に取り組ん

だ。研究成果は、プロジェクトの期間中に実施した研究会（2020年 5月 5日）と、オンライン・シ

ンポジウム「境界を超えるロシア」（2021年 3月 21日）における報告の他、下記の研究論文として

も発表している。シンポジウムは二部構成であり、一部は、文学作品における超越性を検討すべく、

まず北井がトレチヤコフの『子供がほしい』における欲望の循環と女性の抑圧について考察し、次

に杉谷が、フレイデンベルグとパステルナークの従兄妹同士の書簡のやりとりが、パステルナーク

の作品へと結実してく様を明らかにした。宮川は、I・シメリョフの『主の年』を取り上げ、 
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研究成果の概要（続き） 

ロシア正教と結びついた記憶や色彩のイメージの分析を通じ、時間や空間を越える亡命文学の特徴

を浮かび上がらせた。シンポジウム第二部は「越境するロシア正教－地理的・概念的“普遍”を求

めて―」と題したワークショップが行われた。ここでは班員以外にも畔柳千明（東大、博士課程）、

居阪僚子（東大、教務補佐）が参加し、19世紀-20世紀初頭のロシア正教における「普遍性の追求」

と「越境」を主題とした 4つの研究発表がなされた。まず地理的・文化的な「越境」の事例として、

畔柳による「在北京ロシア宗教施設団」の活動と居阪によるオセチアの「正教復興」に関する報告

があり、続いて浜田は「エルサレム宗教使節団」の活動が、ロシア正教の修道主義復興に与えた影

響を論じ，最後の細川はフロレンスキイの思想における宗教的経験としての「越境」の概念を検討

した。また一部と二部の報告の後には、コメンテータの大森と安岡が発表者と討議を行った他、会

場からも多くの質問がでて活発な議論が行われた。本プロジェクトは、コロナ禍の影響で、当初予

定していたロシアでの資料収集等は実現できなかったものの、オンライン開催となったシンポジウ

ムには海外からを含む 90人程度（述べ）の聴衆の参加があり、全体として実り多きものとなった。

このような機会を提供してくださったスラブ・ユーラシア研究センターに深く感謝申し上げる。プ

ロジェクトの研究は今後も取り組む予定であり、論集として出版することを目指している。 
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отв. ред. О.В. Богданова. - СПб.: РХГА, 2020. С. 388-405. ［謝辞無し］ 
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当該研究活動を基に応募中の研究プロジェクト（科研費等） 
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名：ロシア正教の「東」と「西」、代表者：細川瑠璃 

※枠を調整することは構いませんが、ページは追加しないでください。 


